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新しい地方経済・生活環境創生交付金（デジタル実装型）活用事業評価

事業名

AI-OCRを活用した行政サービス向上事業

事業概要
窓口での待ち時間の削減・市民サービスの向上のため、「AI-OCR」を導入する。手続き等のオン
ライン化が図れない一定数の窓口業務において、職員は提出された書類の確認やシステム入力等
の事務処理に時間・日数を要し、市民は迅速な行政サービスを享受できていない。AI-OCR・RPAを
活用し、事務処理の自動化・効率化を図り、市民への行政サービスの迅速な提供を実現する。

提出された書類をスキャンし、自動で
文字起こしを行い、書類の記載内容を
文字データ化する。
①OCRしたデータをRPAでシステムに入
力する。
②OCRしたデータから各種申請書等を印
刷し、入力にも活用。

KPI

種別 基準年度 実績値

①

実装業務数

アウト
プット

2025 23件 9件

AI-OCRを実装する業務数 2026 26件

目標値

-

2027 30件 -

②

処理件数

アウト
プット

2025 15,000件 18,000件

実装業務におけるAI-OCRを活用した処理件数 2026 17,000件 -

2027 20,000件 -

2027 65% -

2025年評価
■実施による効果
庁内へサービスの導入を幅広く周知したことで、全庁への理解浸透に寄与するとともに、サービ
スを活用できる業務のリストアップを行うことができた。また、効果が大きく見込まれる事業を
選定し、優先的に導入した結果、手続所要時間の削減に至ったと考える。

■改善点及び今後の方向性
本事業の目的である窓口での待ち時間の削減・市民サービスの向上のため、AI‐OCRの導入をキー
として付帯効果を発揮する必要がある。2026年度は、AI-OCRの展開だけでなく、申請様式の見直
しを各部署に促し、「AI‐OCRを活用した効率的な読み取り（窓口での待ち時間を削減）」及び
「書きやすい申請様式の提供」を実現させ、市民の利便性を向上させる。また、全庁的に本サー
ビスを共有・提供することで、市全体の連携を強化する。

③

手続所要時間の削減率

アウト
カム

2025 85% 84%

2024年度末の手続きにかかる所要時間を100とした場合の削減率
申請から処理完了までの時間を計測し、平均値を算出

2026 75% -
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